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「グリーンフィンガー＜約束の庭＞」 

ポール・メイ 作   

シャーン・ベイリー 絵   

横山 和江 訳 

  さ・え・ら書房 

 

品川区立図書館 

 

「トレッリおばあちゃんのスペシャル・メニュー」  
シャロン・クリーチ 作  

せな  あいこ 訳  
評論社  

 
トレッリおばあちゃんは、どんなと

きもロージーの話を真剣に聞き、アド

バイスをしながら、おいしい料理を作っ 

てくれる。おばあちゃんのスペシャル

メニューを食べながらいろいろな話を

していると、ふしぎと気持ちがスッキ

リしてくるのです。           

 
「動物の「跡」図鑑」    

ジニー･ジョンソン 著  宮田  攝子 訳  
友国  雅章 西海  功   川田  伸一郎 日本語版監修  

文溪堂  
 
「足あと」「食べあと」「ふん」

「かくれ場所」などの痕跡を手

がかりに、４００種類以上の動

物の特徴や生態がわかる図鑑。  
２００個以上の実物大の足あ

とや６００枚以上の写真とイラ

ストが掲載されています。  



「メニメニハート」  
令丈  ヒロ子 作  結布 絵  
           講談社  

           
景太が引越したマンションの両隣は、

同じクラスのマジメなクラス委員長 

「マジ子」と うそつきと言われてい 

る「サギノ」という女の子の家だった。

ある日、「マジ子」と「サギノ」がぶつ 

かると、おでこからハートが出てき 

て・・・。 

 

 
「秘密のマシン、アクイラ」  

アンドリュー･ノリス 著  原田  勝 訳  
長崎  訓子 絵  あすなろ書房  

 
 落ちこぼれのトムとジェフは、校外

授業の公園で偶然発見した古代遺跡の

中に、謎のマシンを見つけた。マシン

の名前は「アクイラ」、なんと、会話も

できるのだ。 

マシンを操縦したい２人は、その一

心で勉強をした。アクイラも学力も手

に入れた２人はどこでも行くことが出

来るようになる。 

「魔女モティ とねりこ屋のコラル」  
柏葉  幸子 作  佐竹  美保 絵  

講談社  
            

紀恵にはもう一つの家族、魔女の母

モティとピエロの父ニドジがいる。 

ある日、紀恵はモティが魔女屋敷から

姿を消したと知らされ、モティを捜しに

「とねりこ屋」へ向かいます。 

魔女とピエロと人間の女の子の不思 

議な家族。ファンタジーシリーズ第２作。 

   

                           

「ビーバー族のしるし」  
エリザベス･ジョージ･スピア 著  
こだま  ともこ 訳 あすなろ書房  
    

 マットは父と二人、大自然の森へ白

人としてはじめて、引っ越してきた。

丸太小屋を完成させると、父は家族を

迎えに長期間、離れることになった。

マットが、一人で留守を守っていると、

インディアンの老人と少年エイティア

ンに危ないところを、助けてもらう。  
 しかし、マットとエイティアンは、

なかなか心が通じあえないでいた。  



「エンザロ村のかまど」 

さくま ゆみこ 文 

沢田 としき 絵  

福音館書店 

 

ケニアのエンザロ村では料理を

つくるために、「エンザロ・ジコ」

とよばれる「かまど」があり、これ

は日本人女性が伝えたものです。今

では、この村のどの家でも使われ、

ほかの村やとなりの国ウガンダへ

も広がっています。 

 
 
「グリーンフィンガー＜約束の庭＞」 

ポール・メイ 作 

シャーン・ベイリー 絵   

横山 和江 訳 

さ・え・ら書房 

 

グリーンフィンガーとは、植物を育

てるのが上手な人をさします。 

ケイトはロンドンの都会から いな

か町に引越してきました。隣人で同級

生のルイーズの祖父、ウォルター氏に

植物を育てる楽しさを教わります。 

「親子で楽しむ こども和算
わ さ ん

塾
じゅく

」 

西田 知己 著 

           明治書院  
 

江戸時代に始まった知恵遊び  
「和算」。算数とは、どこが違うの 
でしょう。  
おはなしのように問題を解いて、  
数を楽しみましょう。  

 
 

 

「黒魔女コンテスト」 

エヴァ・イボットソン 著 

三辺 律子 訳  偕成社 

 
 北の大魔法使いマリアンは、コンテ

ストで、もっとも黒い魔法をおこなっ

た魔女を花嫁にすることにしました。

白い魔女ベラドンナも、参加すること

にしますが、よい魔法しか使えません。 
 さて、コンテストに集まった個性的

な黒い魔女の中で、ベラドンナは勝つ

ことができるのでしょうか。  
 



「楽しいスケート遠足」  
このリストは、図書館の職員が、５・６年生の 

みなさんに読んでほしい本を選んだものです。 

 品川図書館   北品川２－３２－３  ☎3471-4667 

二葉図書館   二葉１－４－２５   ☎3782-2036 

荏原図書館   中延１－９－１５   ☎3784-2557 

南大井図書館  南大井３－７－１３  ☎3761-6780 

源氏前図書館  中延４－１４－１７  ☎3781-6273 

ゆたか図書館  豊町１－１７－７   ☎3785-6677 

大井図書館   大井５－１９－１４  ☎3777-7151 

五反田図書館  西五反田６－５－１  ☎3492-2131 

大崎図書館   大崎２－４－８    ☎3495-0660 

八潮図書館   八潮５－１０－２７  ☎3799-1414 

休館日、開館時間などは、各図書館におたずねください。 

このリストの表紙絵使用は、各出版社の許諾を得ています。 

 

2010.10 発行     

古紙を配合した紙を使用しています  

  ヒルダ･ファン･ストックム 作・絵 

       ふなと よし子 訳 

   福音館書店 

 

オランダに、本格的な冬の到来。国

中の運河・水路が凍りつきます。 

１６人の子どもたちと先生は靴にス

ケートの刃をくくりつけ、スケート遠

足にでかけました。 

 初めて訪れる町で、どんなできごと 

が、起こるでしょう？ 

 

「地雷のない世界へ はたらく地雷探知犬」  
大塚  敦子 写真・文 

講談社 

 
 戦争中、世界じゅうに埋めら 

た地雷は、今も多くの人を傷つけ、

命をうばっています。その地雷を

鋭い嗅覚で見つけだす地雷探知犬

を知っていますか。  

人間の深い愛情と、多くの訓練

を経て、地雷探知犬となり、危険 つぎ、なによもう！ 

な地雷源へと向かうのです。 

  


